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　環境保全への行動指針

１ ．関係法令及びその他の要求事項を遵守するとともに、業務の

無駄を省く改善活動を継続し環境負荷の軽減に努めます。

２ ．リサイクルと汚染予防を含む環境保護を実現するために

日々の安全と循環型社会推進を積極的に取り組みます。

３ ．上記を実行するためにエコアクション21の活動を通じて

継続的改善を図ります。

取締役社長

制定日： 2023年1月1日

環 境 経 営 方 針

　当社は、環境事業を通じて、地域社会に貢献するために
環境経営システムを構築し環境負荷を低減する取組を進めて
まいります。

森山　哲行
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（１） 名称及び代表者名
旭星クリーン株式会社
取締役社長　森山　哲行

（２） 法人設立年月日

（３） 資本金
3,000万円

（４） 所在地
本　　　社 北海道旭川市住吉4条2丁目8番13号
リサイクルセンター 北海道旭川市東鷹栖東2条3丁目137番172、260
当麻プラント 北海道上川郡当麻町7105番、7106番、1739番1
車輌ターミナル 北海道旭川市東鷹栖1線11号120番21

（５） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 部長　 橋畑　努 TEL：0166-53-7171
担当者 課長兼工場長 堤　泰樹 TEL：0166-53-7171

（６） 事業内容
一般廃棄物及び産業廃棄物収集運搬業、一般廃棄物及び産業廃棄物中間処理業、解体工事業

（７） 事業の規模
売上高 万円

従業員　　　　　 名 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

ｔ
ｔ うち再資源化量 ｔ
ｔ うち再資源化量 ｔ

塵芥車 台
ダンプカー 台
キャブオーバー他 台
軽車両 台

合計 台
主要設備

台数 備考
破砕施設 基
圧縮施設、溶融施設 基
選別施設 基
積み替え保管施設

㎡ ㎥
㎡ ㎥
㎡ ㎥
㎡ ㎥
㎡ ㎥
㎡ ㎥
㎡ L
㎡ ㎥
㎡ ㎥
㎡ ㎥
㎡ ㎥
㎡ ㎥
㎡ ㎥
㎡ ㎥
㎡ ㎥
㎡ ㎥
㎡ ㎥

（８） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

1.2
13.5
13.5
12.6

組 織 の 概 要

12,624
8,347

7

18

3,494

27
30

13.75 303 8325.71

車種 台数 備　　考

リサイクルセンター
リサイクルセンター

車輌ターミナル

リサイクルセンター

86

21

139,341

中間処理量

1043.28

49.9

リサイクルセンター

リサイクルセンター
リサイクルセンター

2
本　　　社

車輌ターミナル
リサイクルセンター
リサイクルセンター

45.5
46.2

46.2車輌ターミナル

80

名称

名称 保管面積 保管上限 備考

リサイクルセンター

リサイクルセンター
リサイクルセンター

21

21
36

1,600
53.1
13.5
13.5

合計

1

車輌ターミナル

収集運搬量

49.2
49.9
0.8
1.6

リサイクルセンター

4.1
4.1

6965.68

4,231

43
車輌ターミナル

15 26
リサイクルセンター 当麻プラント

受託した産業廃棄物の処理量

3

0.6

8,347

46.2 49.9

21

4.1
4.1
4.1

17.7

115.2

中間処理後の産廃の処分量

5

20.25 20.05
リサイクルセンター 76.8

1983年3月25日
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□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 旭星クリーン株式会社

対象事業所： 本　　　社

リサイクルセンター

当麻プラント

車輌ターミナル

対象外： なし

活動： 一般廃棄物及び産業廃棄物収集運搬業、一般廃棄物及び産業廃棄物中間処理業、解体工事業

□事業の紹介

更新日：

代表者

内部監査員

環境管理 責任者

環境事務局

社長 ○○

環境委員会

○○

202*/**/**

○○

○○

○○

環境経営組織及び役割・責任・権限

事務部 営業部 工事部 工事現場 〇〇支店収集運搬部

統括責任

必要な経営資源を準備

経営における課題とチャンスの明

確化

環境に関する実行責任者

環境経営計画の審議

環境に関する内部監査の実施

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境経営レポートの作成、公開

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実

施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

問題点の是正・予防

全従業員
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□許可の内容

　　建設業許可の内容

　　一般廃棄物収集運搬業許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 ○ 〇
有 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

　　特別管理産業廃棄物収集運搬業許可の内容

感
染
性

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
石
綿

無 ○ ○ ○ ○ 〇
有 ○ ○ ○ ○ 〇

北海道

00100005365 令和9年3月29日

許可年月日 許可有効年月日許可区域 許可番号

旭川市

許可区域

00150005365

令和6年3月31日

備　　　考

許可有効年月日 備　　　考

許可年月日

05060005365 平成30年8月12日 令和7年8月11日

廃棄物の種類

令和3年8月7日 令和8年8月6日 種類（とび・土木工事業、解体業）

許可番号

平成30年8月12日

許可年月日

積
替
保
管

許可番号

北海道

令和2年5月26日

旭川市

第04636号

廃棄物の種類

北海道
05010005365 令和2年5月12日 令和9年3月29日

第200004号
第262号 令和4年4月1日 令和6年3月31日

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

令和4年4月1日

鷹栖町

許可有効年月日

積
替
保
管

旭川市

令和7年8月11日

許可区域
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　　産業廃棄物積替保管許可の内容
許可区域

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇
〇

〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　　産業廃棄物処分許可の内容
許可区域

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

金
属
く
ず

〇
〇

〇 〇 〇 〇
〇 〇

〇
〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇
〇

破砕分離

廃棄物の種類

面積 上限

溶融

許可年月日

令和7年3月4日

平成15年10月20日

令和2年6月10日

平成16年2月28日

保管場所7

保管場所8

旭川市

―

破砕
選別

破砕

平成15年2月10日

平成16年2月28日

平成18年7月21日

許可番号

49.9㎥

21.0㎡

廃棄物の種類

破砕

―

圧縮
破砕

破砕

令和7年3月4日

49.9㎥

45.5㎡

46.2㎡

36.0㎡

46.2㎡

―

中間処理

―

保管場所14

事業の範囲

49.2㎥ 1.3ｍ

76.8㎡ 115.2㎥

05010005365

―

12.6㎥

20.25㎡

3ｍ

―

保管場所16

保管場所18

―

令和7年3月4日

令和7年3月4日

令和7年3月4日

保管場所12 1.2㎥ ―

13.5㎥ ―

―

―

17.7㎡

46.2㎡

平成30年5月1日 令和7年3月4日

平成15年2月3日 令和7年3月4日

1.6㎥

4.1㎡ 0.8㎥

21.0㎡ 13.5㎥

4.1㎡ 1,600ℓ

21.0㎥

20.05㎥

旭川市
保管場所1

保管場所2

4.1㎡

保管場所9

保管場所13

13.5㎥ ―

4.1㎡ 0.8㎥

13.5㎥

保管場所19

保管場所10

許可番号

施設の種類

53.1㎥

保管場所11

保管場所5

49.9㎥

1.3ｍ

1.3ｍ

高さ

21.0㎡

令和7年3月4日

保管場所3

保管場所4

保管場所6

4.1㎡

平成29年3月15日

1.3m

令和7年3月4日

令和7年3月4日

平成15年2月3日

圧縮

許可有効年月日

5020005365

破砕
平成29年3月15日 令和7年3月4日
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□廃棄物処理フロー

一般廃棄物 計量 選別作業 減容処理
　　収集運搬 （プラ類）

選別作業 減容処理 有価物
（・・・・・・） （社外処理）

選別作業 減容処理
（ビン類）

不適物最終処分
（社外処理）

計量 行政引渡し

産業廃棄物 中間処理 不適物最終処分
　　収集運搬 （社内） （社外処理）

有価物
（社外処理）

単位
kg-CO2

受託収集運搬量 トン
受託中間処理量 トン

トン
トン
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh

※負荷の実績は工事現場を含む

4 1

主な環境負荷の実績

564

601

　一般廃棄物排出量 4

1,68812,6240

2020年 2021年

2,250　産業廃棄物排出量 3,150

水使用量

244,314

12,476

6090

0.000 0.601

204

0.550

北海道電力

1,037,642 987,183

0

242

項　目

二酸化炭素総排出量

3,494

2022年

3,039

2023年1月～3月

廃棄物排出量

0.550

北海道電力 北海道電力
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✕

✕

✕

〇
〇

✕
〇
〇

〇
✕

〇
〇

✕

✕

✕
✕

※化学物質の使用についてはありません。

上段：通期
中段：活動期間集計値

91.1%
0.117

受託廃棄物の再資源化
率の向上

建設副産物の再資源化
率の向上

87.0%

72.0%

88.0% 88.0%

71.0% 76.7% 74.0% 75.0%

227,019 230,762

2021年

4,131

水道水の削減 ㎥ 601 595

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

（基準値)

2022年

97.0%

186,435

982,072

kg-CO2

430,007

39,065

87.0%

99.0%

99.0% 54.5%

425,663

活動期間 1,020

98.0%

4,216
944,509

845,633

95.7%

817,590

962,232

828,550

基準年度比

195,927

2023年

基準年度比

kg

86.0%

基準年度比

85.8%

67.8%

基準年度比

%

%

86.0% 89.5%

74.0%

4,174

97.0%

39,459
133,682kg-CO2 136,438

0.165kWh/千円

224,726
（目標）

0.163 0.212 0.161

126,919

活動期間 65,656 64,999 65,352

854,175

基準年度比

2024年

kg-CO2 991,992

kg

609

活動期間

環境経営目標及びその実績

0.096
97.0%

35,944活動期間

222,433

26,920

99.0%

98.0%

197,907

236,900434,350

0.160

99.0%

972,152

135,060

101.3%

88.0%

589

活動期間

活動期間 173 172 204

72.0%

0.098

137,817

583

95.5%
1,049

97.0%99.0%

98.0%

4,066
1,010

97.0%

98.0% 97.0%

88.0%

421,320

71.0%

41,920

4,259

41,501

75.0%

99.5%

98.0%

837,092
kg-CO2/千円 0.099

基準年度比

（目標） （実績） （目標）

評
価

上記二酸化炭素排出量合計

一般廃棄物の削減

原単位

229,312

99.0%

活動期間

活動期間

車輌機械燃料による二
酸化炭素削減

建設副産物（埋立処
分）の削減

電力による二酸化炭素
削減

売上高原単位

kWh

98.0%

0.097
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数値目標：○達成　×未達成
活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

【取組紹介欄】

2021年

2022年 17,844
18,757

掲示物によってエコアクション21の取り組みを拡げていく。

17,802

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

15,533
11月

18,007 21,125

6月

23,894

1月～3月の累計目標64,999kwhに対し1月～3月の累計実績は65,352kwh
となり353kw増加で未達の結果となった。
次年度は冬期間の残業時間を短縮して節電に取り組む。

15,318
12月

14,73516,016 21,274

9月

23,524

取組結果とその評価、次年度の取組内容

23,794
2月1月

原単位目標

取組結果とその評価

△

10月
20,943

・不要照明の消灯

3月
23,794 20,919

20,184

取り組み計画

4月

✕
数値目標

達成状況

5月
22,855
19,032

7月 8月

17,325

○

17,646

△
・生産工程の時間短縮及び管理

✕

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

達成状況

19,339 16,795 17,504

0

10,000

20,000

30,000

4月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

電力（kWh） 2021年 2022年

9



車輌機械燃料による二酸化炭素削減

【取組紹介欄】

2021年

2022年

【取組紹介欄】

2021年

2022年

【取組紹介欄】

2021年

2022年

取組結果とその評価、次年度の取組内容

17,445 18,676

12月

19,659

9月 10月 11月 2月 3月

9月

841759

20,620

7,864

18,37818,799 19,184

7月 12月

19,496

7月

○

608885
775

1月

617 585

8月

695

20,615 22,064
17,100

1月 2月

649 820 819 523

18,589 21,370

・効率的なルートで配送

751

20,100 18,885 18,628

6,215

659

16,180

718926

18,976

595632

6,402 7,163 9,512
4,489

8,683 7,914 6,163

1～3月の累計目標195,927kg-CO2に対し1～3月の累計実績は
186,435kg-CO2となり9,492kg-CO2削減することで目標達成となった。
年末年始等は排出事業者の長期休暇情報をリスト化して各ドライバーに
周知し、無駄のない収集ルートで運行した取り組みに効果が現れた。
次年度も収集ルート見直しを実施して燃料使用量の削減に取り組む。

808 810 654
636 615

7,447 6,379 8,336 7,716 7,226

5月

565

6,946

11月

8,046 7,074 8,283 5,796
10,105

19,999

重機の使用時は細めにアイドリングストップを実施。

5月 6月 3月

4,466

4月 6月

アイドリングストップ搭載車を採用。

16,443 18,067 19,650 19,113

6,341
4月
9,417

3月
18,367

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

10月

数値目標 〇
達成状況

○
・エリア別営業活動の見直し ○

6月

エコドライブについて講習会を実施。

・エコドライブの徹底

4月 8月

8,348

5月

0

500

1,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ガソリン（L) 2021年 2022年

0

10,000

20,000

30,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

軽油（L) 2021年 2022年

0

5,000

10,000

15,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

免税軽油（L) 2021年 2022年
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一般廃棄物の削減

【取組紹介欄】

2021年

2022年

建設副産物（埋立処分）の削減

【取組紹介欄】

2021年

2022年

建設副産物の再資源化率の向上

【取組紹介欄】

取組結果とその評価、次年度の取組内容

406
289

29

細かい分別により削減を意識した工事ができている。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

266 292

6

1～3月の累計目標87％に対し1～3月の累計実績86％の結果で未達と
なっている。
原因としてプレハブ造の倉庫解体物件が再資源化率に影響した。
次年度は分別解体の精度向上に取り組む。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

29 30 8 7 12
38 90

2月 3月

370 384266

・解体現場内の細分別
〇

24

0

数値目標

4月

353

9月
927

3月
311

8月

286

1～3月の累計目標1,010kgに対し1～3月の累計実績は1,049kgの結果と
なり39kg増加で未達となった。事業活動が活性化し本社の廃棄物が前年
と比較して若干増加した影響が考えられる。
次年度は目標達成に向けて朝礼などで社員へ周知徹底する。

2月

建物の断熱材を自社処理施設で再資源化。

事務所内に『ごみの分け方』を掲示して分別を徹底している。

9月 10月 11月 12月

・分別の徹底

達成状況

数値目標 ✕
○

10月5月

4月 1月

・PDF等データ化による印刷物の削減

8月6月

○
数値目標 ✕

・作業効率化を図る

11月7月

○

288 373 310 361 316 311

1～3月の累計目標42ｔに対し1～3月の累計実績は27ｔとなり15ｔ削減する
ことで達成した。解体工事の住宅系受注件数が減少したことによる要因
が考えられる。
次年度は1件あたりの最終処分量を意識して管理していく。

12月
50

368 297

○

420
388412

○

45

0

15 14 28 20 20

0

#REF!

達成状況

36
6月

2746 17

○

0
0

・分別の徹底

5月 7月

1月

264

・再資源化先の開拓

33

536 395

0

200

400

600

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般廃棄物（kg） 2021年 2022年

0

50

100

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

解体廃材の埋立処理量（ｋｇ） 2021年 2022年
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水道水の削減

【取組紹介欄】

2021年

2022年

環境に配慮した工事の推進

【取組紹介欄】

解体で使用する重機は『超低騒音型』を
採用し、騒音を配慮した工事を行っている。

0 111 0
0 85

1月 2月

1～3月の累計目標172㎥に対し1～3月の累計実績204㎥の結果で未達と
なっている。原因としては車輌ターミナルの設備不具合により水道水使用
が影響と考えられる。次年度も掲示物を整備し節水の周知を徹底してい
く。

9月 12月 3月
110 0 90

取組結果とその評価、次年度の取組内容

11月

0 107 0 97

10月

達成状況

0
8月
0

5月
108

101

管理型廃棄物の発生量の把握 ○

111
95 0

○

騒音振動に配慮して地域住民への影響を

建設機械の特定自主検査

数値目標 ✕
・節水シールの貼り付けとポスター掲示 ○

月次報告で廃棄物発生量の把握を行い作業従事者への周知ができてい
る。使用重機は超低騒音型を採用している。次年度についてもミーティン
グ等による周知で意識を高めていく。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

○

掲示物による節水の注意喚起を実施。

0

4月

98
0 97 0

6月 7月

0

50

100

150

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

水道水（㎥） 2021年 2022年
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各事業所の取組紹介

■ 道北最大級を誇る旭星クリーンの中間

処理施設、リサイクルセンターでは各種産

業廃棄物を受け入れ、選別・品目ごとの処

理を行っています。

各種廃材を選別・加工し再び原料として

リサイクルするほか、建設発生木材（木く

ず）については、ボイラーなどの燃料チッ

プとして製品化しています。限られた資源

の有効活用を実行に移し、再資源化・減量

化に努めています。
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

定期検査

□外部からの環境上の苦情・要請等

収集運搬業、中間処理業、産業廃棄物（廃プラ、木くず、がれき類等）

事前調査結果の記録、保存大気汚染防止法

適用される法規制

建設リサイクル法

道路交通法 車両の大きさ・重量、通行制限

空気圧縮機
空気圧縮機、送風機

廃棄物処理法

フロン排出抑制法

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

消防用設備等点検

資格の技能講習受講、フォークリフト・重機等の特定自主検査

外部からの苦情・要請なし。

解体工事、建設副産物

労働安全衛生法

消防法
消防法（危険物）

水質汚濁防止法 汚水流出事故発生時の届出

騒音規制法
振動規制法

品質管理　

危険物の保管
業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

顧客要求事項

道路交通法 車両からの積載物のはみ出し、安全運転管理者等

計量法
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緊急事態の想定： 傷病者の搬送
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：傷病者を担架を使用して搬送訓練

■評価： 担架の使用方法について動画で確認後に 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし
　　　　 訓練を行うことで知識の共有と再確認を実施。
■実施状況の様子

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：動力ポンプを使用して放水訓練

■評価： 動力ポンプの作動方法を共有。 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

ホース等に水漏れが無いか確認。
■実施状況の様子

菅野係長他13名
2022年6月24日 リサイクルセンター第3工場

緊急事態対応の試行・訓練

菅野係長他9名
2022年9月28日 リサイクルセンター敷地内
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実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

これまでの環境活動の紹介

2023年4月25日

　エコアクション21の運用期間である1～3月は、電力による二酸化炭素削減、一般廃棄物
の削減、建設副産物の再資源化率の向上、水道水の削減が未達であった。省電力やゴミ
減量の取り組み、節水を浸透させ強化を図っていく。また、解体工事では建設副産物の再
資源化率を向上させるため分別解体作業の精度を上げる取り組みに重点をおく。次年度
は事業活動との関連も考慮した目標設定も検討していく。
　二酸化炭素排出量削減やSDGｓへの取組が社会的課題となっていることを踏まえ、エコ
アクション21を活用して、これらの課題解決に向けて、全社挙げて推進していく。

代表者による全体の評価と見直し・指示

ごみ減量等推進優良事業所《ゴールド》認定

旭川市では、ごみの減量やリサイクルなどの環境に配慮した取

り組みを、積極的に行っている事業所を「ごみ減量等推進優良

事業所」として認定しています。モダグループ旭星クリーンは、

ごみの減量やリサイクル、社会貢献活動などの取り組みにより、

旭川市より「ゴールド事業所」の認定を受けました。《令和３

年２月１日より２年間》
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